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キーワード：ｅ－ラーニング・コンピュータ支援学習（ＣＡＬＬ） 
 
１．研究計画の概要 

LMS(Learning Management System)は、学
生がパソコンの前にいることを前提にして
いる。しかし、学生がパソコンの前にいる
時間は限られている。しかも、学生の生活
には細切れの空き時間がたくさんある。こ
の細切れの時間は、単に、外国語学習の短
い教材の学習に使えるばかりではなく、外
国語学習に必要な繰り返し学習に適してい
る。もしも、LMSの端末を半固定的端末であ
るパソコンから移動型端末である携帯音楽
プレーヤーまで拡張することができれば、e
ラーニングの可能性は大きくひろがる。すな
わち、電車のなかもeラーニングの空間とな
るし、少しの空き時間もeラーニングの時間
となる。特に、外国語学習では、短時間でも
ひとまとまりの学習が完結できる。逆に、短
時間でも繰り返し学習をすることが効果を
生む。 
 携帯音楽プレーヤーを外国語教育用 LMSで
ある WebOCM の移動型端末として位置づけ、
より効果的な外国語 eラーニング教育をおこ
なうための拡張システムを研究する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 平成 20 年度は、教員 PC→LMS→学生 PC
→携帯音楽プレーヤーへと音声ファイルを
送信するさいの ID3v2メタデータについて研
究した。主要携帯音楽プレーヤー間で互換性
があるタイトルデータ（<title>タグデータ）、
教材名データ（<album>タグデータ）の使用
方法、互換性がない文字テキストデータ
（<song>タグデータ＝「歌詞」タグデータ）
の応用的使用方法を開発・研究した。 
(2) 平成 21 年度は、教員 PC→LMS→学生 PC
へと RSS 2.0 によって教材情報を送信するさ

いの RSS 2.0 データについて研究した。また、
主要携帯音楽プレーヤーの管理ソフトウェ
ア上でも、<description>タグによって、授
業案内ばかりではなく、授業で使用するテキ
ストそのものも登録・表示できること、
<enclosure>タグによって、音声ファイル、
画像ファイル、PDF ファイルなどへのアクセ
スデータ(URL など)を登録・表示できること
を実験により明らかにし、教材の仕様を策定
した。 
(3) 平成 22 年度は、モデル・コースウェア
（ドイツ語教材）のベータ版を作成すること
によって、携帯音楽プレーヤーを用いた拡張
システムが実際にどのように機能するかを
研究した。音声とテキストを再生・表示でき
る携帯音楽プレーヤーを生かして、ドイツ語
音声とテキストとを組み合わせた練習問題
形式の教材とした。正答は、連続する音声フ
ァイルに音声データおよび ID3v2メタデータ
として登録した。これによって、学習者は漫
然と音声を聞き流すのではなく、主体的に取
り組むことになる。また、正答を直後の音声
と表示テキストによって確認できる。RSS 2.0
データとして練習問題の文字テキストおよ
び解説テキスト、また、音声ファイル情報、
関連する画像ファイル、PDF ファイルなどへ
のアクセスデータ(URL など)を登録した。こ
れによって、携帯音楽プレーヤーを用いた拡
張システムが十分に有効であることが実証
された。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
ID3v2 メタデータと RSS 2.0 データを応用

的に利用することにより、携帯音楽プレーヤ
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ーを用いた LMSの拡張システムが十分に有効
であることを実証することができ、当初の計
画どおり進展していること。 
 
４．今後の研究の推進方策 

平成 23 年度は、つぎのように研究を推進
する。モデル・コースウェア（ドイツ語教材）
を使用する学習者の実態をつかむ。LMS→学
生 PC→携帯音楽プレーヤー携帯音楽プレー
ヤーへの教材配信の問題点、ID3v2 メタデー
タや RSS 2.0 の使用実態と使用効果を検証す
る。この検証をフィードバックさせることに
よって、システムを改善するとともに、この
システムを用いた外国語教授法および Web教
授法を開発していく。教材（コンテンツ）・
システム・教授法（メソッド）を関連づける
ことによって、最終的には、LMS と携帯音楽
プレーヤーを連携させた Instructional 
Design を策定することをめざす。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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